
令和７年８月２６日（火）　　学校自主防災コンソーシアムSoja　キックオフミーティング

 

校長スケッチ

総社高校と総社南高校を中心に、市内の中学校・高等学校・大学で組織された「学校自主防災

コンソーシアムＳｏｊａ」のキックオフミーティングが、市民会館で開催されました。

「学校自主防災コンソーシアムＳｏｊａ」は、西日本豪雨災害で活躍した学生・地域の方々の

DNAを絶やすことなく引き継ぎ、地域の防災・減災に貢献し続けることを目的に結成した総社

市内の学校種の枠を超えた組織です。

本校からは、２年生の生徒たちが代表として参加しました。

設立の経緯と目的、今後の活動の方向性の説明の後、実際に真備町で被災された講師の方のお

話を聞き、「災害と共に生きる私たち」をテーマにワークショップが行われました。

ワークショップでは、事前アンケートから創られた「協命共助」という言葉が紹介されました。

また、自分の家が浸水の可能性が高かったらそのまま住み続けますか？引っ越しますか？といっ

た質問に、友達と意見交換して色紙で意思表示をするなど会場全体で防災について考えました。

講師の方から、「災害は非日常だけど、日頃から挨拶を交わすなど、周りの人に関心を持つこ

とが大切です。」とまとめの言葉がありました。


